

































る。曲目は『聖霊降臨祭のミサ曲』（Messe de la Pentetôte ,１９４９）から「入祭 火の舌」（Entrée
（Les langues de feu））、「聖変化 聡明のたまもの」（Consécration（Le don de Sagesse））、「閉祭
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である。特にギロックの演奏する終曲「父のみもとへ帰るキリストの祈り」（Prière du Christ mon-





たのである。これまで『天上の宴』（Le Banquet céleste ,１９２８）、『永遠の教会の出現』（L’Apparition
de l’Église éternelle,１９３１）、『キリストの昇天』第１曲「自らの栄光を父なる神に求めるキリスト
の威厳」（Majesté du Christ demandant sa gloire à son Père）と進み、今取り組んでいるのが第２





















ニノフ（ローマ字転写 Sergei Vasil’evich Rachmaninov,１８７３－１９４３）もこの解釈を適用していて、





































































































つぐみ』（Le Merle noir , １９５１）のようなフルート曲、そして『世の終わりのための四重奏曲』




２．『永遠の教会の出現』の楽譜は Editions Henry Lemoineより出版された、１９８５年に作曲者の改訂した決
定版による。




６．Gillock, Op. Cit., P．３２（メシアンの註釈はギロックの英訳による）
７．Ibid ., PP．３３―３６
８．大雑把に言えば、第４２～４３小節は第２７小節と、第４４～４５小節は第２３～２４小節と、第４６～４７小節は第１２～
１３小節と、第４８～４９小節は第１４～１５小節と、第５０～５１小節は第１６～１７小節と、そして第５２～５５小節は第
１～４小節と類似している。
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